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研究（実用化）開発のポイント・先進性

海浜を飛ぶ SkyDrive-2025 年頃 -

浜通り地域への
経済波及効果（見込み）

これまでに得られ
た成果

株式会社 SkyDrive　福島県双葉郡浪江町大字高瀬字根木内１０３番地１　☎080-3855-6891（担当：技術開発部　山本賢一）Mail：kenichi.yamamoo@skydrive.co.jp

株式会社 SkyDrive
技術開発部　山本賢一

　空飛ぶクルマを利用した
人やモノの搬送は、浜通り

の地域生活の利便性向上に大いに役立つ
と考えております。
　また、自動車同様裾野の広い産業なの
で、産業振興としても大きな意味がある
と考えております。

　空飛ぶクルマの試作品を
完成することができました。
　また、この機体を用いた
試験及び機体に用いた要素
部品の試験を開始していま
す。

1.  機体の開発について、浪江町、南相馬市の企業
と協業をすることで、地元企業の事業拡大によ
る地域の産業復興・経済効果が期待できる。

2.  実用化開発のみならず、顧客毎のカスタマ
イズ開発・修理点検の際の試験飛行において
は、福島県ロボットテストフィールドの「緩
衝ネット付飛行場」を最大限活用することで
地域経済に効果が期待できる。

3.  長期的には、サプライヤーを創出し大きく浜通
り地域に貢献が出来る可能性もあると考える。

2019年度開始

実施期間
▼

2019年度～2021年度

実用化開発場所
▼

浪江町、南相馬市

　空飛ぶクルマは高出力のモータを主な動力源とし、また、
既存の電気自動車 (EV) と同様にバッテリをエネルギー源
とするため、航続距離は自動車と比較して短く、この向上
が製品性を上げるうえで重要な課題となります。
　これは、EVの開発と同様の観点での技術調査と開発が
必要になると想定されます。さらに、空飛ぶクルマの開発
では航空機としての機能を備えるため、不具合が発生した
際にも機能の全損失につながらないための高信頼性の確保
などと言った機能要求が必要になります。
　十分な航続距離と安全性を同時に実現した機体を開発する
ことにより、他社に対する市場優位性が担保されるものと考
えます。

　労働力不足、都市の交通渋滞による生産性低下、離島・
山間部の移動手段の不足、災害時の救急搬送問題などの課
題解決策として重量物やヒトの運搬が可能な「空飛ぶクル
マ」の実用化を行います。

　空飛ぶクルマの積み荷輸送や移動手段としての利用ニー
ズより、航続距離として余力をもつために 5km程度のフ
ライトには最低限耐えられるスペックが求められています。
　現状は 3kmのフライトが限界であるため、実用に耐え
られるよう、空気抵抗の削減、電気系統の効率の向上、バッ
テリ容量の向上などの技術開発が求められます。

次世代モビリティ『空飛ぶクルマ』の実用化に向けた研究開発。本事業では、実用化
に不可欠かつ最大障壁である「航続距離延長」を目的とし、空気抵抗減、電気系統の
効率向上、バッテリ容量向上等を実施します。

空を、走ろう
－誰もが空を走る自由へ  未来は今です－

「空飛ぶクルマ」における航続距離延長に向けた研究開発と実証
実験

株式会社SkyDrive
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人機並進駆動ユニット

研究（実用化）開発のポイント・先進性

株式会社人機一体　〒975-0036 福島県南相馬市原町区萱浜字新赤沼83番　福島ロボットテストフィールド研究棟　研究室10　株式会社人機一体 福島基地
☎0244-26-3645（担当：金岡富美江）Mail：kanaoka.fumie@jinki.jp

　私が大学発スタートアッ
プとしての株式会社人機一

体を立ち上げたのは、東日本大震災が
キッカケです。ロボット技術が震災復興
には役に立つはずなのに、必ずしも充分
に役に立っていない現状を、本研究開発
を通して何とかしたいと考えています。
　福島県から先端ロボット技術の社会実
装を行ないます。

株式会社人機一体
代表取締役 社長　金岡博士

　2019 年度は、福島ロボットテスト
フィールド内に拠点を構築し、独自力
制御技術を実装した「人機並進駆動ユ
ニット」の試作機、同ユニットを用い
たパラレルリンクロボット試作機、お
よび人機社が保有する技術である「人
型重機」の上半身デモ機の機構を完成
させ、独自力制御技術によって想定通
りの「緩急剛柔自在な力制御」が実現
できることを確認しました。

　本実用化開発は以下の三段階で進み
ます。すなわち、段階１）【人機並進駆
動ユニット完成】、段階２）【既存重機の
油圧シリンダ代替】、段階３）【革新的重
機の実証試験への利用】です。それぞ
れの段階において、人機社が広報とし
てのデモンストレーションを積極的に行
ない、また並行して「人機並進駆動ユ
ニット」の製造を、浜通り地域の企業と
連携して行なうことを予定しています。

　本開発のコア技術は、当社の特許技術「プロクシベースト・アドミタ
ンス制御」です。これは、シンプルで堅牢な位置制御の電動モータを用
いて力制御を実現する技術です。油圧駆動に匹敵する耐衝撃性を持ち、
油圧駆動よりも圧倒的に高精度な力制御を可能とします。
　これによって、革新的デバイス「人機並進駆動ユニット」を構築し、
これで既存重機の油圧シリンダを代替することで、油圧フリー完全電動
化を実現します。
　また、最終的には革新的デバイスである「人型重機」試作機のアクチュ
エータとして用いることで、圧倒的インパクトをもって「人機並進駆動ユ
ニット」のアドバンテージをアピールしています。革新的アクチュエータ
としての新たな市場（未開拓のブルーオーシャン）を開拓していきます。

　我々が狙うのは「クリーンな電動アクチュエータを、重
機で利用できるようにすること」です。すなわち、エンジ
ンも油圧回路も必要としない完全電動でありながら油圧ア
クチュエータに匹敵する高出力・高耐衝撃性を備え、さら
に電動である利点を活かした緩急剛柔自在な力制御が可能
な電動アクチュエータを開発します。

　復興作業においては重機が活躍しています。重機の油圧
アクチュエータは、油圧、つまり力を操ること（力制御）
によって作業を行なっています。構造上、大出力であり耐
衝撃性が高いが、一方で取扱が困難で「油で汚く」なり、
また制御性能が悪く巧緻な作業を行なうことができないと
いう課題がありました。

完全電動でありながら油圧駆動に匹敵する高出力・高耐衝撃性を備えた緩急
剛柔自在な力制御が可能な「力逆送型直動ユニット」の開発と重機への実装

独自技術「プロクシベースト・アドミタンス制御」を用いることにより、完全電動で
ありながら油圧駆動に匹敵する高出力・高耐衝撃性を備え、緩急剛柔自在な力制御が
可能な革新的電動アクチュエータである「人機並進駆動ユニット」を開発し、革新的
市場を開拓します。

独自の高精度柔軟力制御技術による
「ぶつかっても壊れない」電動シリンダ

株式会社人機一体

実施期間
▼

2019年度～2021年度

実用化開発場所
▼

南相馬市

2019年度開始

■ —2019年度版 浜通りの未来を拓く実用化開発プロジェクト　福島県  地域復興実用化開発等促進事業—ロボット分野—採択事例紹介—■48
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